
 

  

 

 

 

 

 

 

〇日  時  １２月２５日（水） ９時３０分～１１時３０分 

〇場  所  三田ヶ谷公民館         〇講  師   渡邉由香里 氏 

〇対  象  三田ヶ谷地区在住の女性   〇定  員  ８名（先着順） 

〇費  用  ５００円                

〇申込み  １２月８日（日）から費用を添えて公民館へ 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

〇日  時  １月２３日（木） ９時３０分～１１時３０分 

〇場  所  三田ヶ谷公民館        〇講  師   大澤りう子 氏 

〇対  象  三田ヶ谷地区在住の女性  〇定  員  １５名（先着順） 

〇費  用  ２,５００円            〇持ち物  エプロン、花はさみ 

〇申込み  １月 16日（木）までに費用を添えて公民館へ 

 

 

 

 

 

 

 

みたかやふれあいレディース学級「フラワーアレンジメント教室」 

 

★裏面もご覧ください

★  

“パンジー”が公民館を彩っています！  

三田ヶ谷の有限会社ミロク自動車様が、公民館にパンジー

を寄贈してくださいました。色鮮やな花が来館者を迎えてい

ます。季節を彩るパンジーの花言葉は、「もの思い」「私を思っ

て」。１月１６日、２月７日、５月２５日が誕生花と言われていま

す。満開のパンジーに心あたためていただければ幸いです。 

御寄贈、ありがとうございました。 

みたかやふれあいレディース学級 「コーヒー講座」 
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令和  ６年１２月１日 

発行  三田ヶ谷公民館  

TEL ５６５－００４０ 

クリーン作戦 ～けやきの落ち葉を差し上げます！～ 

１２月１５日（日）午前９時より、体育振興会・各スポーツ団体で公民館

グラウンドのけやき落ち葉清掃を実施していただきます。回収した落

ち葉を必要とする方は、１２月１４日（土）までに三田ヶ谷公民館にお

電話ください。 

 



1２月の健康運動教室 

日  時 ： 1２月１１日（水） １０時～１１時 30分 

持ち物 ： タオル、飲み物 

場  所 ： 三田ヶ谷公民館 和室 

問合せ ： 健康づくり推進課 

 

 

1２月のはつらつ教室 

日  時 ： 1２月２０日（金） １０時～１１時 

持ち物 ： タオル、飲み物 

場  所 ： 三田ヶ谷公民館 和室 

問合せ ： 高齢介護課 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いいでぇー！！三田ヶ谷！ ～歴史と文化～」 

(第 8 回 三田ヶ谷に眠るタイムカプセル) 

 三田ヶ谷地区にはタイムカプセルが埋まっています。その一つは羽生インターチェンジ近くの側道

沿いです。東北縦貫自動車道の岩槻—宇都宮間が開通したのは、昭和４７年のことです。その２０

年後の平成４年に羽生インターチェンジが誕生します。インターチェンジの開設は悲願だったことか

ら、その完成を記念し、喜右衛門新田地内にタイムカプセルが埋設されたのでした。 

なお、円照寺（弥勒）から西へ少し行ったところに、「縦貫の碑」が建っています（昭和４５年

４月４日建設）。碑銘によると、昭和４１年に建設計画が決定し、翌年度から中心杭の設置などの

基礎的作業が実施されました。同４３年にはオーバーブリッジの協議や、パーキングエリアの設置

が決定。同４４年に羽生市関係４．６ｋｍにわたる買収調印が行われ、１１月６日に弥勒地内で  

起工式が執行されると、同４７年１１月１３日に開通となったのでした。 

縦貫碑の建設やタイムカプセルの埋設など、三田ヶ谷地区では大きな歴史的出来事として捉えて

いたことがうかがえます。明治４２年刊行の小説『田舎教師』には河岸（かし）が登場し、舟運交通の

なごりが見られますが、作者の田山花袋も東北縦貫自動車道の建設は予想できなかったのではない

でしょうか。 

ちなみに、昭和４７年当時、市内では羽生中央公園がオープンし、平成４年には県道羽生栗橋線

が開通しました。交通の整備によって羽生市内の産業は活発化し、人々の生活領域も拡大しました。

舟運・鉄道・自動車と、時代の流れとともに交通の変化がある中、近代を象徴する高速道路や羽生

インターチェンジが建設され、現在も羽生市の顔の一つとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の休館日 毎週火曜日、２８～３１日 

タイムカプセルは側道の東側

（羽生水郷公園側）にありま

す。駐車場がないので、見学

の際は交通に気を付けくださ

いね。 
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